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上水道業務状況 

項　　　目 

給 水 人 口    

給 水 戸 数  

年 間総配水量  

年 間有収水量  

有 収 率  

導送配水管延長 

業　務　量 

21,822人 

6,471戸 

2,912,896m
3
 

2,441,204m
3
 

83.81％

261,998.5ｍ 

前年度比 

― 0.52％ 

　 0.00％ 

－ 2.79％ 

－ 5.14％ 

― 2.41％ 

0.00％ 

課・室・G名 
議会事務局 
秘書・広報課 
　　　　秘書G 
　 〃 　職員G 
　 〃 　広報Ｇ 

未来創造課 
 
総務課  
 
　〃　情報･統計G 
税務課 

市民課 
 
市民相談室 

生活環境課 
不法投棄110番 
 

商工観光課 
 
農林政策課 
 
建設課 
市街地活性化 
推進室 
上下水道課 

会計課 
 
教育総務課 
 
生涯学習課 
 
史蹟整備課 
 
自然体験・ 
スポーツ課 
農業委員会事務局 
監査委員事務局 
 
福祉・児童課　 
 

健康長寿課 
 
地域包括支援 
センター 
消防署　 

電話番号 
88-8100 

88-1112 
 

88-1113 
88-1114 

88-1115 
 

88-1116 
 

88-1117 
88-8101 

88-8102 
 

88-8103 
 

88-8104 

 
88-8105 

 
88-8106 

 
88-8107 

88-8108 
 

88-8109 

88-8110 
 

88-8111 
 

88-8112 
 

88-8113 
 

88-8114 
 

88-8115 
88-8116 

 
87-0777 

 

87-0888 
 

87-0900 
 

88-0400

主　な　業　務 
議会に関すること 
市長・副市長の日程など 
 
職員の人事、福利厚生など 
広報紙、HP、市政広聴など 
行財政改革、エコミュージアム、
男女共同参画、国際交流など 
選挙、情報公開、入札・契約、
防災、財政計画、予算など 
市内の情報化、統計調査など 
税に関すること 
戸籍等の届出、各種証明書の発行、
国民年金、国民健康保険など 
消費生活などの相談窓口 
環境衛生、ごみ、公共交通、
交通災害共済など 
※88-0222から変更 
商工業、企業誘致、雇用・労働、
観光など 
農林業振興、土地改良事業、
農道・林道など 
道路、河川、公園、市営住宅など 
まちなかの活性化、屋外広告物、
景観など 
上水道・下水道など 
公金の出納、収入・支出、債
権者登録など 
小・中学校、幼稚園、教育委
員会など 
市民の文化・芸術など様々な
生涯学習 
市史編さん、文化財、世界遺
産推進など 
自然体験学習、スポーツ振興
など 
農地の売買、転用、貸借など 
各種監査に関すること 
保育園、児童センター、児童
手当、障害者などの福祉、生
活保護、福祉バスなど 
介護保険、高齢者福祉、予防
接種、健康診査など 
介護予防、高齢者総合調整、
高齢者権利擁護など 
消防全般 

市役所庁舎等の電話が10月15日から 
　 ダイヤルイン（各課直通電話）になります 
　これまで市役所に電話されると、交換手が担当の課等にお
つなぎしていましたが、直接担当課にかけられることで待ち
時間を解消することができます。 
　なお、代表電話番号（88-1111）は変わりません。 

従来の電話番号　　　　　変更となった電話番号 

9月定例市議会 
古
民
家
再
生
費
用
を
含
む
 

　
9
月
補
正
予
算
な
ど
可
決
 

　
9
月
定
例
市
議
会
が
、
9
月
１２
日
か
ら
２８

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
山
岸
市
長
は
招
集
の
あ
い
さ
つ
で
、「
市

内
の
遺
産
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
市
民
生

活
の
向
上
に
直
結
し
た
施
策
を
充
実
し
、
安

全
で
安
心
な
誰
も
が
訪
れ
て
み
た
く
な
る
ま

ち
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し
て
市
政

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。」
と
、
今
後
の
展

望
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
内
容
は
下
記
の

通
り
で
す
。
 

  

○
予
　
　
算 

・
3
億
１
5
１
１
万
１
千
円
の
一
般
会
計
補

正
予
算
を
可
決
。
主
な
内
容
は
、
北
谷
町

小
原
に
あ
る
古
民
家
を
利
用
し
た
交
流
拠

点
施
設
の
整
備
費
補
助
に
5
2
5
万
円
、

市
民
会
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
計
委
託
に

2
8
0
万
円
、
九
頭
竜
森
林
組
合
の
木
材

加
工
施
設
の
整
備
に
対
す
る
補
助
に
１

8
8
8
万
円
、
財
政
調
整
基
金
に
4
4
3
 

　
0
万
円
を
積
立
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す 

・
特
別
会
計
補
正
予
算
7
件
を
可
決 

○
条
例
制
定
な
ど 

・
贈
収
賄
事
件
を
受
け
、
8
月
1
日
か
ら
１２

月
３１
日
ま
で
の
5
カ
月
間
、
市
長
、
副
市

長
の
給
料
の
１０
分
の
１
を
減
額
し
ま
し
た 

・
都
市
計
画
審
議
会
に
、
専
門
部
会
を
設
置

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た 

 

○
そ
の
他 

・
高
度
な
医
療
機
器
を
積
載
し
た
高
規
格
救

急
自
動
車
の
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
2
ペ
ー
ジ
参
照
） 

・
勝
山
市
内
に
あ
る
県
出
先
機
関
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
　
な
ど 

○
委
員
の
選
任
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

・
勝
山
市
公
正
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て 

　
　
谷
口
　
陸
治
（
立
川
町
１
） 

・
勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て 

　
　
松
　
　
洋
一
（
村
岡
町
栃
神
谷
） 

・
勝
山
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
　
北
山
　
謙
治
（
沢
町
１
）　 

決
ま
っ
た
主
な
内
容
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毎
年
良
質
で
低
廉
な
水
道
水
の
安
定
供
給

を
図
り
な
が
ら
勝
山
市
水
道
事
業
の
健
全
な

財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
本

年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
損
失
を
計
上
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
の
主
で
あ
る

水
道
料
金
収
入
に
お
い
て
は
、
暖
冬
の
影
響

も
あ
り
対
前
年
比
6
％
の
減
収
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
支
出
に
お
い
て
は
事
務
諸
経
費
等

の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
建
設
改
良
費

や
企
業
債
の
元
金
償
還
が
増
加
し
、
経
営
は

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
若
猪
野
地
係
他
に
お
い
て
、
若

猪
野
水
源
（
増
設
）
工
事
（
電
気
機
械
設
備

工
事
、
集
水
池
設
置
工
事
等
）
お
よ
び
関
係

す
る
用
地
の
取
得
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
か
か
る
事
業
費
は
2
億
5
4

2
2
万
2
千
円
と
な
り
、
う
ち
水
道
水
源
開

発
施
設
整
備
事
業
浄
土
寺
川
ダ
ム
負
担
金
は

9
1
0
7
万
2
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

改
良
事
業
費
は

１
億
7
4
9
5
万
4
千

円
で
、
そ
の
う
ち
主
な
も
の
と
し
て
立
川
水

源
地
ポ
ン
プ
場
改
良
工
事
（
電
気
計
装
設
備

工
事
、
機
械
設
備
工
事
等
）
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
消
火
栓
新
設
工
事
（
旭
町
2
丁
目
地

係
等
）
も
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
総
配
水
量
は

2
9
1
万
3
千

K
（
前
年
度
比
2
・
７９
％
減
）、
１
日
最
大

配
水
量
は
平
成
１８
年
8
月
１１
日
に
記
録
さ
れ

た

１
万
2
3
4
１
K
（
前
年
度
比
4
・

４４
％
減
）、
年
間
有
収
水
量
は
2
4
4
万
１

千
K
（
前
年
度
比
5
・
１４
％
減
）
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。
有
収
水
量
減
少
の
要
因
は
暖

冬
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
3
億
１
6
0
１

万
8
千
円
と
な
り
、
主
な
内
訳
と
し
て
水
道

料
金
が
3
億
2
9
2
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
総
事
業
費
用
は
3
億
2
8
0
5

万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当

年
度
は
純
損
失
1
2
0
3
万
9
千
円
を
計
上

す
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
補
填
に
利
益
積
立

金
を
充
て
ま
し
た
。

一
方
、
資
本
的
収
入
は
、
3
億
4
2
2
2

万
8
千
円
、
資
本
的
支
出
に
つ
い
て
は
建
設

改
良
費
4
億
3
1
3
4
万
9
千
円
（
繰
越
分

含
）、
企
業
債
償
還
金
１
億
2
7
3
8
万
円

等
で
支
出
合
計
額
は
5
億
6
2
6
9
万
4
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
不
足
額
2

億
2
0
4
6
万
6
千
円
は
、
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
１
億
3
4
8
万
3
千
円
、
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
１
億
１
6
9
8

万
3
千
円
で
補
填
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
道
水
源
原
水
処
理
施
設
機
械
電

気
設
備
工
事
１
5
１
2
万
5
千
円
お
よ
び
新

道
配
水
池
無
試
薬
形
遊
離
塩
素
計
取
替
工
事

3
6
6
万
4
千
円
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
営

企
業
法
第
２６
条
の
規
定
に
よ
り
予
算
の
繰
越

を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
更
に
経
営
の
効
率
化
を
図
り
な

が
ら
、
か
つ
清
浄
で
安
全
な
水
の
供
給
と
既

存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る
こ

と
な
く
、
累
増
す
る
償
還
等
に
要
す
る
費
用

お
よ
び
減
価
償
却
費
に
対
応
し
得
る
経
営
基

盤
の
確
立
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
算
書
を
勝
山
市
立

図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い

勝
山
市

総
合
行
政
審
議
会

委
員
紹
介

9
月
２７
日
、
勝
山
市
総
合
行
政
審
議

会
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
同
審
議
会
は
、
市
民
生

活
の
安
定
と
福
祉
向
上
を
目
的
に
、
勝

山
市
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
市
長
の
諮

問
に
応
じ
る
機
関
で
、
条
例
に
よ
り
設

置
し
て
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
２１
年
9

月
２６
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

大
久
保
　
千
　
恵
（
勝
　
山
）

大
　
林
　
裕
　
治
（
平
泉
寺
）

替
　
地
　
裕
見
子
（
遅
　
羽
）

川
　
口
　
真
理
子
（
猪
野
瀬
）

川
　
村
　
律
　
子
（
北
　
郷
）

義
　
野
　
陽
　
子
（
勝
　
山
）

島
　
田
　
英
　
治
（
荒
　
土
）

西
　
出
　
洋
　
明
（
村
　
岡
）

羽
　
生
　
英
　
昭
（
勝
　
山
）

平
　
泉
　
和
　
美
（
平
泉
寺
）

藤
　
田
　
　
　
昇
（
勝
　
山
）

前
　
川
　
え
み
子
（
鹿
　
谷
）

森
　
本
　
陽
　
子
（
野
　
向
）

和
　
田
　
章
　
仁
（
福
　
井
）

（
福
井
工
業
大
学
建
設
工
学
科

土
木
環
境
工
学
教
授
）

和
　
田
　
雅
　
弘
（
勝
　
山
）

未
来
創
造
課
（
1
８８
‐
1
1
1
5
）

問


